










要約:障害児の保健・医療・福祉の包括化に対して児童相談所が果たすべき役割について、

仙台市児童相談所のやや特殊な状況を分析し、次に全国の児童相談所の取り組みについて

調査した上で、最終的に今後のあり方を提言していくことを目的とする。初年度の仙台市

児童相談所の特徴についての分析、昨年度の児童相談所の抱える限界についての分析を受

けて、児童相談所のあるべき姿を、児童相談所の解体・(仮称)地域療育センターの設置・

措置権の見直し、の3点で提言した。


